
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月13日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

生徒が自ら課題を発見し

解決する探究力を身に付

けながら、進路希望実現

に向けた力も身に付けら

れる授業改善を実施す

る。 

 

これからの時代に求めら

れる資質・能力の育成に

向けた教育活動を充実さ

せる。 

①組織的な授業改善テーマ

「深い学びの実現に向け

た授業実践」について全

教科で研究を行う。 

 

 

 

 

 

①高校及び大学の一貫した

学びの仕組みである高大

接続教育課程開発を行

う。 

 

 

②SS課題探究において外部

資源を活用し、生徒の探

究力を育成する。 

①授業研究月間を設定し、

相互に授業を参観し、ま

た公開研究授業を実施し

て改善を進める。 

 

 

 

 

 

①大学と共同の高大接続教

育課程の研究母体を作

り、協議を開始する。 

 

 

 

②大学研究室による通年指

導、ＴＡ派遣、県相人材

バンク等を活用する。 

①生徒による授業評価の結

果。 

 

 

 

 

 

 

 

①高大接続教育課程協議の

進捗状況。 

 

 

 

 

②大学研究室による通年指

導回数、ＴＡ派遣人数、

県相人材バンク活用回

数。 

①年間のテーマを「躓きと

頷きのある授業」とし、

授業研究月間を２回実施

した。またシェアカフェ

を開催し、深い学びの実

現に向けて授業改善方法

を協議した。生徒による

授業評価でも肯定的な回

答が９割を超えている。 

①東京都立大学と協議を開

始した。 

 

 

 

 

②大学研究室による通年指

導回数 12 回。別にチャ

ットやリモートを使った

指導もあった。ＴＡ派遣

人数は延べ 77 回、県相

人材バンク活用回数は４

回であった。 

①引き続き生徒に考えさ

せ、深い学びの実現に

向けて「単元の指導と

評価の計画」を改善す

る研究を進めていく。 

 

 

 

 

①まずは来年度開講のＳ

Ｓ物理・ＳＳ化学・Ｓ

Ｓ生物の授業内容につ

いて協議を進めてい

く。 

 

②大学研究室との接続に

ついては、ＳＳＨ運営

指導委員会でいただい

た助言を参考に工夫を

していく。県相人材バ

ンクは同窓会との情報

共有を更に進めてい

く。 

①生徒による授業評価と学

校生活の相関関係を見る

とよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②県相人材バンクの取組は

重要である。学習、キャ

リア・進路指導等いろい

ろ大切である。ＳＳＨの

みならず、範囲を広げて

いくとよい。 

①組織的な授業改善テ

ーマ「深い学びの実

現に向けた授業実

践」について全教科

で研究を行い、授業

改善を進めることが

できたが、アンケー

トの活用方法に課題

がある。 

①高校及び大学の一貫

した学びの仕組みであ

る高大接続教育課程開

発を開始することがで

きた。 

 

②SS 課題探究において

ＴＡ派遣、県相人材バ

ンク活用により、生徒

の探究力を育成する取

組ができた。 

①生徒による授業評

価と各種アンケー

トの相関関係を見

ることにより、需

要改善の更なる深

化を図っていく。 

 

 

 

①まずは来年度開講

のＳＳ物理・ＳＳ

化学・ＳＳ生物の

授業内容について

協議を進めてい

く。 

②県相人材バンクの

範囲を広げ、本格

的な運用を進めて

いく。 

２ 生徒指導・支援 

校訓「礼節・信義・根

性」､モットー「文武両

道・切磋琢磨」を基盤と

する高い次元での教育活

動の展開を通し、獲得し

た知識・技能を活用し、

多様な人々と協働的に活

動し、リーダーとして社

会に関わろうとする人材

を育成する。 

①学校行事・部活動を通し

て生徒の責任感・社会性

を育むとともに、リーダ

ーとして必要な資質を育

成する。 

 

 

 

 

 

 

②教育相談体制を充実さ

せ、困り感を持つ生徒の

早期発見・対応にあた

る。 

①生徒たちが主体的に学校

行事や部活動を行い、生

徒自らが課題発見・課題

解決できる環境を整え

る。 

 

 

 

 

 

 

②教育相談コーディネータ

ーが中心となってＳＣ・

ＳＳＷとの情報共有を密

にし、保護者とも積極的

に連携して困り感を持つ

生徒のケアにあたる。 

①学校行事が主体的に実施

できたか、アンケートを

実施する。 

①部活動の参加人数及び活

動内容。 

 

 

 

 

 

 

②コア会議、ケース会議の

開催状況、困り感を持つ

生徒の改善状況。 

①ＳＳＣの生徒を中心に体

育祭及び文化祭を運営

し、生徒たちが異装解除

など主体的と協調性を育

む体制を構築することが

できた。 

①部活加入率は高く維持す

ることができた。 

 

 

 

②子どもサポートドッグを

活用することで教育相談

コーディネーターとSC・

SSW が連携し、チームと

してケアが必要な生徒の

支援を行うことができ

た。 

①体育祭の応援の華の衣

装作成について市販の

衣装を使うなど考えて

いく必要がある。 

 

 

①新入生の加入が少ない

部や同好会がありサポ

ート体制充実をはか

る。 

 

②担任面談の時間をきち

んと確保し、より充実

したケアが出来るよう

にしていきたい。 

①文化祭なので異装の基準

は少し緩くしてもよいと

考える。 

 

 

 

①どうしてその部活動に入

ったかアンケートを取っ

てみると、部員が少ない

部活動に対する方策が見

えるのではないか。 

②授業時間の短縮をしてで

も担任面談の時間を確保

し、生徒たちと話す時間

は貴重である。 

②子どもサポートドックで

上がる案件とともに、進

路サポートもよろしくお

願いしたい。 

①生徒主体の体育祭・

文化祭運営、また生徒

主体の部活動を通して

生徒の責任感・社会性

を育むとともに、リー

ダーとして必要な資質

を育成することができ

たが、部活動のサポー

ト体制充実に課題があ

る。 

 

②子どもサポートドッ

クを活用し、困り感を

持つ生徒の早期発見・

対応にあたることがで

きたが、面談時間の確

保に課題がある。 

①文化祭の異装基準

について生徒たち

と協議を重ねてい

く。 

 

 

①アンケートを活用

して部活動の活性

化を図る。 

 

 

②校務を工夫して、

授業時間を確保し

ながら生徒たちと

話す時間を捻出す

る工夫を考えてい

く。 

３ 進路指導・支援 

将来の自らの姿を意識し

た、大学やその後につな

がる学びの継続性と、社

会で求められる資質・能

力が身につくキャリアプ

ラン作りを指導し、主体

的で、継続的・計画的に

①校外の研究成果発表会、

科学の甲子園や科学オリ

ンピック等への参加者を

増やす。 

 

②継続的・計画的に粘り強

く取り組む力を育成する

①意欲のある生徒を中心に

参加するよう促すととも

に、事前指導を充実させ

る。 

 

②模試、高大連携講座、面

談等を効果的に配置し、継

①校外の研究成果発表会、

科学の甲子園、科学オリ

ンピック等の参加生徒数

及び結果。 

 

②キャリアプランの作成状

況。 

①科学の甲子園には７名、

科学系オリンピックには

45名参加した。大学の論

文コンテストで1 名入賞

した。 

②暦年のキャリア行事に加

え「学部学科研究」「大

①今後、大学や学会系の

論文コンテストにも積

極的に参加させてい

く。 

 

②今年度、新規に実施し

た行事を深化させ、本

 

 

 

 

 

②キャリア行事のブラッシ

ュアップ、特に県相先輩

①科学の甲子園や科学

オリンピック等への

参加者を増やすこと

ができた。 

 

②継続的・計画的に粘

り強く取り組む力を

①大学や学会系の論

文コンテストに参

加する生徒を増や

していく。 

 

②県相人材バンクを

活用した県相先輩



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月13日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

粘り強く物事に取り組む

力を育成する。 

キャリアプランを作成す

る。 

 

 

 

②生徒の進学に対する意識

を高め、学力向上につな

げる。 

続的・計画的に粘り強く取

り組む力を育成する。 

 

 

 

②県相人材バンクを活用

し、卒業生による講演を企

画したり、卒業生をメンタ

ーとして活用する。 

 

 

 

 

 

②卒業生による講演の実施

状況、卒業生によるメン

ターの活用状況。 

学模擬授業」「出願指導

検討会」「県相先輩セミ

ナー」を新規に実施し３

年間でのキャリアプラン

を完成させた。 

②「県相先輩セミナー」を

実施した。 

来の目的を達成できる

ところまで、精度を上

げたい。 

 

 

②年度末の「県相先輩セ

ミナー」のスピンオフ

にて少人数の集いを季

節ごとに実施する予

定。 

セミナーを伝統化してい

っていただきたい。 

育成するキャリアプ

ランを作成すること

ができた。 

セミナーを定期的

に実施し、生徒の

進学に対する意識

を向上させてい

く。 

４ 地域等との協働 

地域から期待されるニー

ズを理解し、教育活動を

地域と連携しながら実施

し、学校外の多様な人々

と協働的に活動する機会

を通じて豊かな人間性や

社会性を涵養し、社会に

貢献できるリーダーを育

成する。 

①本校の取組を積極的に発

信し、地域や中学生及び

その保護者に理解しても

らう。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校外の多様な人々と協

働的に活動する機会を設

定し、豊かな人間性や社

会性を涵養する機会を作

る。 

①ホームページを整理する

とともに、こまめに更新

する。 

①学校説明会等に生徒も参

加してもらう等、効果的

な広報活動を行う。 

 

 

 

 

 

②学校運営協議会制度を活

用して、学校外において

生徒が豊かな人間性や社

会性を涵養する機会を増

やしていく。 

①ホームページの整理状況

および更新状況。 

 

①学校説明会の実施状況お

よび参加人数。 

 

 

 

 

 

 

②学校外における多様な

人々と協働的に活動する

機会の回数及び参加生徒

数。 

①ホームページの項目や画

像を整理するとともに、

学校状況について、適宜

更新をおこない、新しい

情報発信に努めた。 

①第１回学校説明会参加者

数約800 名、第２回学校

説明会参加者数約 550

名、第３回学校説明会参

加者数約350 名と多くの

参加があった。 

②全公立展、公私合同説明

会に各７名の生徒参加が

あった。また、部活動を

主体とした地域との交流

や、地域貢献活動におい

て近隣の清掃活動を行う

ことができた。 

①ホームページの情報更

新をより早く実施でき

るよう、速やかな情報

集約と発信を行う。 

 

①より多く参加ができる

ように、実施方法につ

いて検討する。 

 

 

 

②地域との交流を引き続

き支援していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②高校生が地域行事に参加

すると大変喜ばれる。機

会があればぜひ参加して

いただきたい。 

①ホームページの整理

や、学校説明会の工

夫により、本校の取

組を積極的に発信

し、地域や中学生及

びその保護者に理解

してもらうことがで

きた。 

 

 

 

②学校外の多様な人々

と協働的に活動する

機会を設定し、豊か

な人間性や社会性を

涵養する機会を作る

ことができた。 

①ホームページの情

報更新をより早く

実施し、学校説明

会の実施方法につ

いて検討すること

で、より効果的な

広報活動を行って

いく。 

 

 

 

②学校の行事等を見

ながらできる範囲

で地域行事に生徒

の参加を促してい

く。 

５ 
学校管理 

学校運営 

生徒の多様な活動を引き

出しつつ、安全安心に生

活するための学習環境整

備や、生徒と向き合う時

間の確保や事故の未然防

止のための働き方改革に

向けた、組織的で機動的

な学校運営を進める。 

①生徒が安全安心に生活で

きるための学習環境整備

を進めるとともに、非常

時の安全確保について体

制を整える。 

 

 

 

②教員の働き方改革を推進

し、教員が生徒と向き合

う時間を確保し、生徒の

事故を未然に防ぐ。 

①危機管理マニュアルを整

備し、職員に周知・共有

する。 

①具体的に災害を想定し

て、効果的な防災訓練を

企画し実施する。 

 

 

②ＩＣＴを活用した会議の

効率化、情報の電子化に

よる共有を進める。 

①危機管理マニュアルの整

備・共有状況。 

 

①防災訓練の実施方法及び

回数。 

 

 

 

②ＩＣＴを活用した業務の

効率化の達成状況。 

①ガイドラインに沿うよう

危機管理マニュアルを改

定し、職員へ周知した。 

①DIG、シェイクアウト、

避難訓練・消火器体験

等、防災避難訓練を年３

回実施した。 

 

②すくーるねっと日々出欠

管理と欠席等連絡システ

ムの導入により、生徒情

報のより正確な把握と業

務の効率化及び改善に活

かすことができた。 

①マニュアルの周知徹底

をおこなう。 

①訓練内容を更新し、次

年度も生徒が飽きなく

自ら考える訓練とす

る。 

 

 

②ＩＣＴの運用方法やそ

れに伴う課題につい

て、学校全体で共通理

解と実践が求められ

る。 

①緊急時、高校生は避難所

の支援者になることを求

められると思う。ぜひこ

の点について教える時間

を設定してほしい。 

 

 

 

②先生方の負担を減らすこ

とはどんどん進めてほし

い。 

①生徒が安全安心に生

活できるための学習

環境整備を進めると

ともに、非常時の安

全確保について体制

を整えることができ

た。 

 

②ＩＣＴを活用した教

員の働き方改革は一定

程度推進することがで

きたが、業務のスリム

化はまだ工夫の余地が

ある。 

①緊急時、高校生が

避難所の支援者に

なること等、いろ

いろな場面を想定

し、工夫した実効

性のある訓練を行

っていく。 

 

②引き続きＩＣＴ活

用、業務のスリム

化を推進し、教員

の働き方改革を進

めていく。 

 

 


